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製品評価技術基盤機構における
アジア各国との微生物探索に
関する共同研究について

　　　　　　　独立行政法人製品評価技術基盤機構（NITE）
バイオテクノロジー本部

須藤　学

＊生物多様性の保全
＊その構成要素の持続可能な利用
＊その利用から生ずる利益の公正かつ衡平な分配

1983年：食糧農業機構（FAO)
全ての遺伝資源は万民の所有物であり、自由に
接近可能である。

1993年：国際連合環境計画（UNEP)
各国は、自国の天然資源に対して主権的権利を
有する…

生物多様性条約（CBD)
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生物多様性条約
第15条 生物資源の取得の機会

１．各国は、自国の天然資源に関して主権的権
利を有するものと認められ、遺伝資源の取得
の機会につき定める権限は、当該遺伝資源
が存する国の政府に属し、その国の国内法
令に従う。

アクセスと利益配分

資源提供
国

利用者

事前の情報に基づく同意（PIC）

相互に合意する条件（MAT)

回答

＊素材移転
＊利益配分

条件には以下の項目を含む
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共同研究スキーム
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NITEが行っている共同研究スキーム

包括的覚書

（MOU）

技術移転

個々のプロジェクト／合意書

（素材移転、利益配分に関す
　る協定を含む）

相手国

相手国
研究機関

MTA

非営利研究機関

大学

民間企業

共同研究共同研究

遺伝資源

日本

NITE-DOB

MTA

非営利研究機関

大学

民間企業

生物多様性条約

国内法 国内法

●生物資源の移転
（交換）

●共同プロジェクトの
実施

●専門家派遣

●人材育成

●その他

2011/3/31

PA1:2008/3/11
PA2:2008/3/11

国立遺伝子工
学バイオテクノ
ロジーセンター

2005/2/18
2008/3/11

国立遺伝子工
学バイオテクノ
ロジーセンター

タイ

●共同プロジェクト
の実施

●専門家派遣

●人材育成

●生物資源の移転

●その他

2012/3/31

2009/3/24

モンゴル科学
院

生物研究所

2006/6/29
2009/1/20

モンゴル科学
院

モンゴル

●共同プロジェクトの
実施

●専門家派遣

●人材育成

●生物資源の移転

●その他

PA1:2010/3/31
PA2:2010/3/31

PA1:2007/3/14
PA2:2009/3/13

ベトナム国家
大学ハノイ校

2004/3/15
2007/3/14

科学技術省

ベトナム

2012/3/312013/7/92007/3/31
PA1:2009/3/31
PA2:2009/3/31

期限

（別途契約

予定）

産業一次資源
省林業局（予

定）

パテイン

大学

インドネシア科
学院等

ＰＡ相
手方

中国科学院

微生物研究所

産業一次資源
省

教育省研究技術省
ＭＯＵ
相手
先

●生物資源の移転
（交換）

●ＢＲＣ間の協力

●共同プロジェクト
の実施

●専門家派遣

●人材育成

●その他

●共同プロジェクトの
実施

●専門家派遣

●人材育成

●生物資源の移転

●その他

●共同プロジェ
クトの実施

●専門家派遣

●人材育成

●生物資源の移
転

●その他

●共同プロジェクトの
実施

●専門家派遣

人材育成

●生物資源の移転

●技術コンサルテーショ
ン

●情報交換　

●その他

協力
の形
態

（別途契約予定）
（別途契約

予定）
2004/3/26

PA1:2006/3/8
PA2:2005/8/4

ＰＡ締
結日

2005/6/29
2009/6/12

2008/7/102004/3/26
2003/3/20
2006/3/8

ＭＯＵ
締結
日

中国ブルネイミャンマーインドネシア事項

終了

カウンターパート国一覧

中断
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共同研究スキーム

ベトナム

ベトナム科学技術省（MOST）および製品評価技術基盤機構（NITE）
との間で交わされた生物資源の保全と持続的利用に関する包括的覚

書（MOU）の更新調印式

調印者：
奥田慶一郎NITEバイオテ

クノロジー本部長
（左）
および

Le Minh Satベトナム

科学技術省科学技術局次
長
（右）

2007年3月14日
ベトナム・ハノイ市にて
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ベトナムとの共同研究契約概要

日本 ベトナム

NITE

科学技術省
(MOST)

ベトナム国家大学
ハノイ校

微生物学バイオ
テクノロジー研究所

(VNUH-IMB)

MOU

プロジェクト
合意書（PA）

ワークプラン
共同研究
専門家派遣
技術移転
微生物の移動

共同研究スキーム

モンゴル
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モンゴル科学院（MAS）および製品評価技術基盤機構（NITE）との

間で交わされた生物資源の保全と持続的利用に関する包括的覚書
（MOU）及びプロジェクト合意書（PA）

の調印式

調印者：
B. Chadraaモンゴル科学院総

長（右）
および

御園生誠NITE理事長（左）
2009年1月20日

千葉県木更津市製品評価技術
基盤機構にて

モンゴルとの共同研究契約概要

日本 モンゴル

NITE

モンゴル科学院
(MAS)

モンゴル科学院
生物学研究所

(IB-MAS)

MOU

プロジェクト
合意書（PA）

ワークプラン
共同研究
専門家派遣
技術移転
微生物の移動
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試料採集・分離・同定・保存

ベトナム

ベトナム採集地
1)クック・フォン国立公園
　2004年4月10～11日

2)バック・タオ公園
　2004年4月13日、2005年3月23日
　2006年10月3～4日、2007年10月11日

3)ビン・フック県タム・ダオ
　2004年6月22日～27日

4)タン・ホア市ティン・ザ・ビーチ
　2004年6月9日

5)バ・ベ国立公園
　2005年3月21～22日

6)バク・マ国立公園
　2005年4月19～20日

7)ホーチミンシティー周辺
　2006年10月5～7日

8)カット・バ島
　2007年9月27～30日

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧
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カット・バ島

モンキー
アイランド

カット・バ島に
おける採集

カット・バ島
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モンキーアイランド

ハノイ
ベトナム国家大学ハノイ校キャンパス
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ハノイ
バック・タオ公園

ワークフロー

同定

採集

分離・移動

保存



12



13

日本への移転菌株数

7,3823,7703,612合計

6383632752009年
1,0265105162008年
1,1535216322007年
1,4399464932006年
2,4901,4301,0602005年

636–6362004年
合計放線菌カビ
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試料採集・分離・同定・保存

モンゴル

○○○838,0001992ホブスゴル
県

ホブスゴル湖（Lake Khovsgol）
国立公園

○○○○○771,0001994ウブス県ウブス（Uvs）湖盆地特別保護区

○○103,0001994ドルノド県モンゴル・ダグリアン（Mongol 
Dagurian）特別保護区

○○311,2001992ドルノド県ノムログ（Nomrog）特別保護区

○570,0001992スフバートル県、
ドルノド県

東モンゴル特別保護区

○○2.0 M1994ウムヌゴビ県
（南ゴビ県）

ゴビ・グルバンサイハン（Gobi 
Gurvansaikhan）国立公園

○○5.3 M1975バヤンホンゴル県、
ゴビ・アルタイ県、ホ
ブド県

大ゴビ（Great Gobi）特別保護区

○○286,4001994トゥブ県（中
央県）

ゴルヒ・テレルジ（Gorkhi Terelj）
国立公園

○○○1.2 M1992トゥブ県（中央県）、
セレンゲ県

ハン・ヘンティー（Khan Khentii）
特別保護区

○○41,6001778トゥブ県（中
央県）

ボグドハン（Bogdkhan）山特別

保護区

砂
漠

砂
漠ス
テッ
プ

河
川
流
域

ス
テッ
プ

(S)

森
林Ｓ

山
岳
森
林Ｓ

タイ
ガ

高
山

面積 (h)指定
年

所在地名称
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FY2008-2009

FY2008

FY2006-2007, 2009

FY2007FY2007

フブスグル県における採集フブスグル県における採集
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Ca. 500 km

eznis航空
ムルン空港にて
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Khuvsgul Lake

Murun
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注意！ゲルの遊牧民は火曜と土曜は人に物を渡さない。
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オブス県における採集オブス県における採集

約1,070km
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★UB

ウラーンウール（赤い山）
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★UB
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★UB
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★UB
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日本への移転菌株数

4,4321,5921,0681,772合計

362250–1122009年

1,3695694004002008年

1,8604004001,0602007年

8413732682002006年

合計細菌放線菌カビ・酵母

モンゴルからの菌株輸出手続
菌株リスト作成

（菌株No.、チューブ込みの重量、本数など）

↓

自然環境省

↓

Department of Professional Supervision
↓

輸出許可

↓

モンゴル税関

約１週間
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Isolates from 23% saline medium (Isolates from 23% saline medium (ArchaeaArchaea))

MN06MN06--0247 ?0247 ?

MN06MN06--02110211
HalorubrumHalorubrum xinjiangensexinjiangense (AY510707)

Halorubrum distributum (D63572)
Halorubrum coriense (S70839)

Halorubrum trapanicum (X82168)
Halorubrum sodomense (X82169)

Halorubrum tebenquichense (AJ276887)
Halorubrum lacusprofundi (X82170)

Halobacterium saccharovorum (U17364)
Halorubrum orientalis (AM235786)

Halorubrum tibetense (AF435111)
Halorubrum vacuolatum (D87972)
Halobaculum gomorrense (L37444)

Halobacterium volcanii (K00421)
Halogeometricum borinquense (AF002984)

Natronobacterium bangense (Y14028)
Natronobacterium tibetense (AB005656)

Natronolimnobius innermongolicus (AB125108)
Natronolimnobius baernuensis (AB125106)
Natrialba asiatica (D14124)

Natrialba aegyptiaca (AF251941)
Natrialba asiatica (D14123)

Natronobacterium chahannaoensis (AJ004806)
Natrialba hulunbeirensis (AF262026)

Natrialba magadii (X72495)
Halobacterium halobium (AJ002949)
Halobacterium salinarium (AJ002947)

Natrinema altunense (AY208972)
Natrinema versiforme (AB023426)
Haloterrigena saccharevitans (AY820137)

Haloterrigena thermotolerans (AF115478)
Halococcus turkmenicus (AB004878)

Haloterrigena longa (DQ367242)
Natrinema ejinense (AM231733)

HaloterrigenaHaloterrigena limicolalimicola (DQ367241)
MN06MN06--02060206

MN06MN06--02030203
MN06MN06--02080208
MN06MN06--02070207
MN06MN06--02020202
MN06MN06--02040204
MN06MN06--02050205

““HaloplanusHaloplanus natansnatans”” (DQ417339)
MN06MN06--02700270

0.02

MN06MN06--02010201

　Archaea; Euryarchaeota; 
　Halobacteria; Halobacteriales; Halobacteriaceae

　＊　＊ 5959株中株中1111株が好塩性古細菌。株が好塩性古細菌。

　＊分離した古細菌は大きく分けて３属４種　＊分離した古細菌は大きく分けて３属４種
　　 ・・MN06MN06--201201～～208208 HaloterrigenaHaloterrigena limicolalimicola (99%)(99%)
　　 　　中国の塩湖。中国の塩湖。IJSEMIJSEM.,., 56, 187356, 1873--1840 (2006)1840 (2006)

　　

　　　　　　 ・・MN06MN06--211211 HalorubrumHalorubrum xinjiangensexinjiangense (99%)(99%)
　　 中国の塩湖。中国の塩湖。IJSEMIJSEM.,., 54, 178954, 1789--1791 (2004)1791 (2004)

　　　　　　 ・・ MN06MN06--270270 ““HaloplanusHaloplanus natansnatans”” (98.1%)(98.1%)
　　　　 イスラエル・死海。イスラエル・死海。(2006)(2006)

““HaloferaxHaloferax prahovenseprahovense”” (91%)(91%)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ローマの塩湖。ローマの塩湖。(2006)(2006)

・・ MN06MN06--247247 HalorubrumHalorubrum spsp. (. (--800 800 bpbp, 97%), 97%)
　↓　↓

　　　　 　　 既知であった好塩性古細菌もここ数年に既知であった好塩性古細菌もここ数年に
　　　　 　新種提案された株が多い。　新種提案された株が多い。

　　　　　　　　　　　　　　 　　 ↓↓
　　 今後、モンゴルの塩湖地帯から集中今後、モンゴルの塩湖地帯から集中

　　　　　　　　 的に好塩性古細菌の分離を試みる事　的に好塩性古細菌の分離を試みる事　

　　　　で多くの新種を得られる可能性が高い。　　　　で多くの新種を得られる可能性が高い。

Sample 11Sample 11
(Salt Lake No.2, Soil)(Salt Lake No.2, Soil)

Sample 12 (Salt Lake No.2, Salt)Sample 12 (Salt Lake No.2, Salt)

Sample 16 Sample 16 
(Salt Lake No.3, Salt)(Salt Lake No.3, Salt)

＊＊ 得られる好塩性古細菌の種類は、　得られる好塩性古細菌の種類は、　

　分離源ごとに異なる傾向　分離源ごとに異なる傾向

技術移転
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ベトナム国家大学にて
放線菌の分離とスクリーニングに関するワークショップ

ベトナム国家大学にて
バイオインフォマティクスに関するワークショップ
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モンゴルとの共同研究成果報告会
NITE-DOBにて

利益配分
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資源国 NITE-DOB 利用者

条件
原産国明記
第三者への移転禁止
使用権の付与と使用料の支払い
マイルストーンとロイヤルティー
研究終了後の菌株の確実な廃棄（オートクレーブ等）

スクリーニング用海外産菌株の提供

Win-winの関係
Win-win situation
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ご静聴有り難うございました。


